





































                                                         





























（1）黒竜江省・哈爾浜出身 48 歳女性（以降、インフォーマント A と略称する） 
（2）黒竜江省・斉斉哈爾出身 37 歳女性（以降、インフォーマント B と略称する） 
（3）遼寧省・瀋陽出身 45 歳女性（以降、インフォーマント C と略称する） 
（4）黒竜江省・哈爾浜出身 39 歳男性（以降、インフォーマント D と略称する） 


































                                                         
5 こうした各ネイティブスピーカーがテーマについて語るのに際して、広東省広州市出身のネイティブスピーカ
ーを聞き手として依頼した。この聞き手が発した唇歯摩擦音についても、あとで触れる。 
6 詹伯慧 1981：100 による。また、当然のことながら、その他の方言においても音韻体系中に唇歯摩擦音が存在
する方言は多い。その点については、後の章で詳述する。ただし、方言とその音韻体系について言及すると考察
対象が複雑になる可能性があるので、関連する方言を除いては、本稿では省略に従いたい。 























・〈インフォーマント D〉唇歯音出現数：総数 1  
  内訳－飯（1） [「飯店」1 例] 
・〈インフォーマント E〉唇歯音出現数：総数 31 
内訳－  
「非」（14）[「非常」14 例] 
「飯」（9）[「米飯」2 例・「中午飯」3 例・「晩飯」3 例・「稀飯」1 例] 
「方」（2）[「地方」1 例・「方面」1 例] 














具体的には、次の 3 項目に沿って検討を進めていきたい。 
①唇歯摩擦音を含む音節を筆者の聴覚によって唇歯摩擦音特有の子音の入わたり気音の
有無を確認する。これは、唇歯摩擦音として知覚されるためには子音の入りわたり気音
の有無が重要な要素となるとする前稿緒方 2020 の検討結果を踏まえたものである。 
















                                                         
8 波形とは、横軸を時間・縦軸を空気圧として表わしたものである（ラディフォギッド 1999 による）。スペクト
ログラムとは、正式にはサウンドスプクトログラムと言い、スペクトログラムと略称する。縦軸を周波数、横軸
を時間で表わし、音声のエネルギーが集中する部分（フォルマント）などを描写したものである（レイ・Ｄ・ケ
ント/チャールズ・リード 1996 による）。 
9 今回、前稿と同じ音声を用いたものの、波形及びスペクトログラムの画像中に対象となる音声の発音記号を入






































下に、インフォーマント B が発した唇歯摩擦音の音声「放」をあげる。 
 
上記音声波形の形状及びスペクトログラムの様相は、今回のインフォーマントが発した





















                                                         
11 唇歯摩擦音単音の音声は音声部分全体で 1.15 秒（2.3 に示したスペクトログラム中では表せなかったので別に
計測した。なおスペクトログラム上で「秒」は seconds と表記）であるのに対して、談話音声中の音声は 0.47

























































 発音 気音の有無 備考 
1 米飯 有り  
2 北方 なし→ 考察対象（3.1.3 参照） 
3 北方 有り  
4 米飯 有り  
5 方面 有り  
38 
 
6 吃飯 有り  
7 反正 有り 気音部非常に短い 
8 北方 有り  
9 北方 有り  
10 （会）放 なし 両唇音類似型 
11 北方 有り  
12 份量 なし 両唇音類似型 
13 符（不符合） 有り  
14 （符不）符合 有り  
 
・インフォーマント B 
 語彙（発音） 気音の有無 備考 
1 地方 有り ボイスバー有り 
2 方便 有り  
3 米飯 有り  
4 米飯 有り  
5 米飯 有り  
6 米飯 有り  
7 做法 有り  
8 電飯鍋 なし 両唇音類似型（微弱な気音
有り） 
9 煮飯 有り  
10 炒飯 有り  
11 炒飯 有り 気音部非常に短い 
12 炒飯 有り  
13 放（很多蔥花） 有り  
14 炒飯 有り  
15 炒飯 有り  
16 （揚州）炒飯 有り  
17 放（進去） 有り  
18 炒飯 有り  
19 米飯 有り  
20 南方 有り  
21 放（在～） 有り 考察対象（3.1.1 参照） 
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22 辦法 ？（ボイスバー有り） 有声化気音型 
23 （其他）地方 ？（ボイスバー有り） 有声化気音型 
24 吃飯 有り  
25 吃飯 有り 「吃」で少し言いよどむ 
26 一頓飯 有り  
27 放（在～） 有り  
28 服務員 有り  
 
インフォーマント C 
 語彙（発音）  備考 
1 豊盛 有り  
2 凡事 有り 気音部非常に短い 
3 地方 ？ 有声化気音型 
4 米飯 有り  
5 乾飯 有り  
6 南方 あり 薄いボイスバー有り 
7 反正 有り  
8 （両）分（三十秒） 有り  
9 放着 有り  
10 凡事 ？ →考察対象（3.1.4 参照） 
11 豊富 有り 「豊」及び「富」両方有り 
12 豊富 有り ｢豊」及び「富」両方有り 
13 非常 有り  
 
インフォーマント D 
 語彙 気音の有無 備考 
1 飯店 有り  
 
インフォーマント E 
 語彙 気音の有無 備考 
1 方面 有り  
2 分（早中晩三餐） 有り  
3 分（三種） 有り  
40 
 
4 稀飯 有り  
5 地方 ？（ボイスバー有り） 気音有声化型（考察対象 3.1.2
参照） 
6 非常 有り 薄いボイスバー有り 
7 非常 有り  
8 非常 有り  
9 非常 有り  
10 非常 有り  
11 中午飯 有り  
12 米飯 有り  
13 米飯 有り  
14 吃法 有り 入りわたり気音は比較的明瞭、
続く母音が不明瞭（音節が短い
ため） 
15 非常 有り  
16 非常 有り  
17 非常 有り  
18 肥豬肉 有り  
19 中午飯 有り  
20 晩飯 有り  
21 晩飯 有り  
22 豆腐 有り  
23 晩飯 有り  
24 中午飯 有り  
25 消費 有り  
26 非常 有り  
27 非常 有り  
28 非常 有り  
29 非常 有り  
30 非常 有り  














子音の入りわたり気音を持たない例の 9 例中の 4 例がこの「有声化気音型」である。 


















とによって生じたものと考えられる。89 例中、確認できたのはわずか 1 例のみであること
から、「両唇摩擦音型」の亜種であると考えることが出来よう。 
 
                                                         































                                                         
16 有坂 1980：13 において、「青」や「赤い」等の語を発音する時の「あ[a]」の発音の色々なバリエーションに
ついて、その生起する原因を説明した箇所である。 
17 何・黄 1979『福建人怎様学種普通話』福建人民出版社 P18 に「分清ｆ和ｈ（f とｈをはっきりと分ける）」と
いう章を設け、詳述している。また閩語の中の方言区については潘ら 1963 によった。 
























基本上有北方 2 人的那種油豆角,燉土豆 有的時候是炒土豆絲,炒土豆片茄子,還有白菜。都是我們經常
吃的食物。然後有的人家有會蒸饅頭,烙餅之類的。我們北方 3 人基本上吃面的比較多。因為有很多山
東移民過去的嘛。但是我的印象當中,我們家是經常吃白米飯 4。基本上很少吃饅頭。然後菜的方 5 面
就是我剛才說的那幾種常吃的。早餐呢,那就多一些。比如說,豆漿啊油條呀然後經常吃煮粥啊,煮白粥








後都會放 10 一些醬油啊,什麼的顏色比較重,口味呢也比較重。北方 11 菜呢都是重口味的。然後也很香,








算是垃圾食品來的。主食呢，我們那邊是，也是米飯 3 和各種麵食。米飯 4 吃的也相對比較多了。基
本上，是每天都會吃米飯 5。米飯 6 的做法 7 就電飯 8 鍋煮飯 9 洛。然後有剩的話，第二天就就會做
炒飯 10。但是我們那邊的炒飯 11 是比較傳統。就是蛋炒飯 12。放 13 很多蔥花，蛋炒飯 14。雞蛋炒
飯 15。沒有特別的花樣。但是你現在會吃一些揚州炒飯 16 呢，或者把其他東西放 17 進去。但是小的
時候，真的就只是吃蛋炒飯 18。現在也是。再就是老人家喜歡把米飯 19 剩到第二天做成粥。可以摻
不一樣的米在裡面的做成粥。這樣吃也是比較普遍的。 
































我們東北的早餐很豐 1 盛。凡 2 事之後呢，早餐都是配鹹菜，什麼, 蘿蔔乾鹹菜，拿去辦的，還有芋頭
什麼那些醃漬鹹菜拿去辦的早餐。之後啦，那個,我在城市裡呢，就是吃這些。如果我要去我所謂我們
東北叫姥姥很多地方 3 叫外婆，去外婆家裡呢，她家是農村，去了就是跟這麼早早餐跟正常是一樣的。




















別。(然後基本上，就是物質上豐富了很多，是不是?)豐富 11 了大概是豐富 12 了很多了。現在，對了，
我覺得冬夏春秋都没什麼區別了。想吃什麼水果，幾乎都有。但是我現在在東北生活的時間很短啊，


















   你好。我是北京人。然後 1991 年生的。然後今天就音頻呢給大家介紹一下在我小的時候北京飲食





然後早餐呢，的大概可以分 3 三種吧。第一種就是稀飯 4 粥類的。第二種呢，是豆漿。這個豆漿，在
中國比較流行的。糖豆漿和不甜的豆漿都比較流行的。第三種呢，就是豆汁兒。這個豆汁兒呢，是北





很多的北京人是非 9 常喜歡的味道的。尤其是夏天，如果早上喝一杯冰豆汁兒那是非 10 常美妙的一件
事情。因為它很解渴也很解暑。後來精神一振，喝完了以後。 











然後晚飯 20 呢，我覺得是比較隨意的。因為中國人晚飯 21，一般都吃得比較少。北京人也是這
樣。晚上可能會喝一點兒粥‧做一點青菜，或者就一些榨菜啊加豆腐 22 啊什麼之類的。或者是有的家
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